
高値ボックスに、地政学リスクと過熱感の綱引き
NY原油先物相場は、1バレル=84.50～88.00ドル水準で売買が交錯する展開になった。中東地政学リ

スクが下値を支える展開が続いているが、短期的な過熱感から利食い売りを進める動きも強く、明確な

方向性を打ち出せなかった。週末にかけてイランがイスラレルに対して報復攻撃に踏み切るとの観測が

強くなったことはポジティブ。一方、米テキサス州ポートアーサー製油所で稼働トラブルが発生したこ

と、国際エネルギー機関（IEA）が2024年の世界石油需要見通しを引き下げたこと、為替市場で急激な

ドル高圧力が発生したことはネガティブ。

イスラエルとハマスの休戦協議に目立った進展が見られなかった。休戦合意が実現する見通しは立って

いない。一方、4月1日にシリアのイラン大使館がイスラエル軍の攻撃を受けたことを受け、イランの報

復攻撃が差し迫ったリスクとして警戒された。12日までに攻撃は行われなかったが、週末14日にド

ローンやミサイル攻撃が行われた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（4月5日時点）は、原油が前週比584万バレル増、ガソ

リンが72万バレル増、石油精製品が166万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イランの報復攻撃開始、上下双方に荒れやすいが押し目買い優勢
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【展望】

イランがイスラエルに対する報復攻撃に踏み切ったことで、

週前半は不安定な地合になりやすい。週末14日にイランがイ

スラレルに対してドローンやミサイルによる攻撃を実施した

が、これで攻撃が終了したのか、イスラエルがそれに反撃を

行うのかなど、大きな不確実性を抱えた状態で週明けの取引

を迎える。

中東情勢によって大きく揺れ動くことになるが、仮にイラン

によるイスラエルに対する攻撃を手掛りに投機買いが膨らん

だとしても、一時的な動きに留まる可能性が高い。もちろん、

イランとイスラエルとの間で大規模な軍事衝突が発生し、更

に原油流通拠点であるホルムズ海峡封鎖といった事態になる

と、世界の原油需給・価格環境は大きな混乱状態に陥ること

になる。一方で、一気に緊張レベルを高めていくような動き

に発展しないのであれば、瞬間的に90ドル台に乗せるような

動きがみられても、早めに調整売りが上値を抑えよう。短期

上振れリスクを抱えつつも、その後は材料出尽くし感の調整

売りを想定したい。

ただし、こうしたイランの動向を考慮に入れなくても、高い

レベルの供給不安は維持される。中東情勢は一段と不安定化

する一方、ウクライナ軍によるロシア石油施設に対するド

ローン攻撃が警戒される状況に変化はみられない。また、石

油輸出国機構（OPEC）プラスは4～6月期も自主減産を継続

する一方、今後はドライブシーズンに向けて季節要因から需

要が拡大しやすい時期になる。このため、仮に短期的な材料

出尽くし感から利食い売りが膨らんでも、早めに押し目は買

い拾われよう。上昇トレンドそのもののピークアウトには、

まだ時間が必要だろう。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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